
何年か前.テレビを偶然見ていた ら.ヒマラヤの雪にとざされた中にあるシャンク [)アとかシャング

レラとかいう仮想の王国の物語Dを.宝塚の何 とか組がやっていた｡確かに.ネパールといい.シッキ

ムといい.またブータンや カシミール といい. ヒマラヤの山中には.風景も文化様式 も,私たち日本人

にとっては,恐ろ しく異国的夜世界があるO

空には飛行機が飛び,カ トマンズには近代的ホテルの建設が進められているといっても,ネパールの大

部分は昔なが らである｡ 人 々は徒歩で何 日もかかって旅をする｡ 1週間や2週間歩 くことは.帰省する

大学生にとっても.山と平地の物産を交換す るキャラバンに とって も同じことであるo

しか し,飛行機か ら見たヒマラヤの山々は.そんを生活が本当にあるのだろうか と考えさせる.あま

Dにも速 く.あまDにも便利だか らだOでも.バクタブ-ルの衝はずれをどで.多 くの人が天秤棒 をか

つぎながら歩いているのを見ると,そこにはまだ過去が生 きているのを. この目で見ることができるの

だ｡

キ ャ ン パ ス の 花

月 山 久 子

先日.会計課-行 った帰 Dに家政学部の校舎の前 を通 ると,沈丁花のつぼみが大分ふ くらんでいるの

が目についたo ここの沈丁花は校内のどの沈丁花 よDも早 く開花 し.かつ美 しい.思 うに陽当Dのよい

校舎と,舗装道路の轟射熱 をうけるからであろうoそれに戟べてあわれをLE.めているのが別館前の沈丁

花であるo昔は手入れが行き届いて.おびただ しい花をつけた ものであったoそ うしていつも3月25

日の卒業式のころにはまっさかDであった ように思 うo卒業生の謝辞にも,在校生の送辞にもこの花の

ことが冒頭に出て来たものであったが.やは b戦後次第に東京が温暖に在って来ているのであろうo家

政学部が建つ前は,ここにキャラメル廊下と呼ばれる渡 b廊下があって,その外には教本のこぶ しの大

木が.雪の ような. としか形容の しようの覆い花をもbあがるようにつけたoそれが入学式のころで,

白い花の下で何 とはをLにふ るさとを思 った ものであるO こぶ Lは花のあとの若葉の美 しきが又すぼら

しかった.グランドの中程に一株の連勉があって早春の日あざやかを黄色の花を開 く.は じめて上京し

た年ゆくDをくこの花をみて,-どきに望郷の念にかられて涙 ぐんだのを思い出すo少女時代をすごし

た朝鮮では.長 くて寒い冬の沈黙 を破って春のおとずれ をもた らすのはこの花で,それを追 って桜 も梅

も桃 も李 も-せいに咲いたものであったO木蓮は高校の裏 とプールの脇にあるo こぶ しのにぎやかさに

くらべて.ひっそDといつの間にか咲いて.いつの間にか散 って しまうo 現在の理学部.昔の体育館の

裏に乙女椿が沢山並んでいた｡あまb好 きな花ではなかったが七重八重の ピンクの花が.つやつやした
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葉の間か らのぞいて可愛 らしか った.終戦の年の 4月 10日.今の中学の場所にあった第二寄宿舎が焼

けた時 も.乙女椿が咲いていたo染井吉野 も何本かあるが.やはb乙女椿のそばに.うこん塵 とい うあ

まb見かけをい桜があったo うこん色ともいえをい薄緑色のようを花 をつけるのだが.きれいで貴いの

で.ついつい見落 してしまうことが多かった｡グラウンドと中学の間にある八重桜の見事さは.本当に

春 らんせんというべきもので.出来れば緋毛せんで も敷いてすわ っていたい位であったOこの八重桜も

近年老令のためか又は排気ガスのためかあまb咲かをくなってしまったのはさびしho

こぶ Lで夜くても若葉の美 しきは花の美 しきにまさることがあるO 山の上-行 くスロープの右側のゆ

Dの木.史学科と国文科の窓下の梧桐の若芽の美 しきは叉格別で.でたばかDの′J＼さを葉が.大 きを葉

と同じ形をしているのは当然のことながらほほえましho梧桐は夏に怒ると童話にでてくるか姫様の舟

のようを.まわ鋸に丸い種子をつけた舟型のの実が群がってつ く.久 しく花をみたことが夜か ったが.

昨年 うすいオレンジ色の小花が叢状についているのを発見 したo春から夏の うつD変わDの間に.高校

の視聴覚室の窓下のぼたんが咲 く｡ 花の女王 ともV,うべきあざやかさだが毎年絵筆をとっていらした天

井先生のお姿はみえず,年 歳々 人々同じか らずの感がする｡中学校の窓下のえにしだが- しきb咲いた

後は,生協わきのつつじも色とbどDに美 しく.さそわれて護国寺のつつ じを見に足をのばしたく.在る.

つつじが終るとさつきが咲 く.テニスコーートわきの倉庫のほじに大 きを-セアカシャが 1本あって5月

に房状の白い花をつけるoこれは京城の小学校の校庭に沢山あったのと同じもので.少女の 日を思いお

こす よすがと在る｡

梅雨の花はあじさいである｡別館前,学内寮前の並木は見事で.あまb好 きな花ではないが雨に打た

れているのは冴え冴えと美 しく.中でも図書館-の階段の中程のものはるD色が-きわあざやかである.

私はむ しろ素朴夜が くあじさいの方が好きで,学生課の窓下のを夜がめるのがたの しhoあじさいが終

るころキャンパスは夏休みに入ってしずまD返 ってしまう｡紙数 もつきたので,夏から冬の花は次にゆ

ずDたい｡

あ る 老 兵 の 随 想

福 井 英 一 郎

渡辺先生 よDも1年お先に昨年の春.長い間の古巣であった東京教育大学を退任 して早 くも1年近 く

に在ったが,晩年に覆っての月日のたつのは異常にはやく感ぜ られるもので,あたかも地平線に近づい

た太陽の ように.正に加速度的といってもよいであろうoこれには勿論戦後の 日本社会の.目まぐるし

いほどの変化や急速を経済成長もその一因で戦争を境にしてその前後では.実に明治維新当時 をはるか
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